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Ⅲ 具体的な実践 

 

 １【視点１】意図的・計画的な教師の直接的指導の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ～第６学年「仲間とつながり、技をつなげるマット運動」（Ｂ 器械運動 ア マット運動）～ 

  【手順①】 身に付けさせたい学習内容の明確化 

    小学校学習指導要領解説をもとに「この単元で、児童に何を身に付けさせるか」を整理

し、まとめていった。 

目標 

（１）次の運動の楽しさや喜びに触れ、その技ができるようにする。（技能） 

 ア マット運動では、基本的な回転技や倒立技を安定して行うとともに、そ

の発展技を行ったり、それらを繰り返したり組み合わせたりをすること。 

回転技の例示 ○大きな前転（発展技：倒立前転、跳び前転） 

○開脚後転（発展技：伸膝後転） 

倒立技の例示 ○補助倒立（発展技：倒立） 

○側方倒立回転（発展技:ロンダード） 

技の組み合わせ方 上に示した技や既にできる技を選び、それらにバランスやジャンプ

などを加えて組み合わせること。 

指導内容の明確化を図るため、２学年にわたって指導する内容について、５年生でどこ

まで指導するのかを明確にし、身に付けさせたい学習内容を整理した。 

    5 年生の指導内容(計画)         6 年生の指導内容(計画) 

 

 

 

 

 

 

≪仮説１：教科体育の充実≫ 

【基本的な考え方】 
 教師から児童に学習内容にかかわる情報を伝える行動ではあるが、教師側からの一方的な伝達

（※いわゆる直接指導）ではなく、課題解決学習の中の児童とかかわり合う場面（双方向からの

情報交流）で、児童から運動のこつやポイントを引き出し、全体で共有していく指導である。 

【手順】 
 ① 身に付けさせたい学習内容の明確化 

   小学校学習指導要領解説体育編の例示から、当該学年で指導する技能や技能にかかわる思

考・判断を整理し、まとめる。 

 ② 直接的指導のポイントの整理と指導計画の作成 

   身に付けさせたい学習内容と児童の実態から、本単元で指導する「技能のこつやポイント」

（「技能の視点」）等をより具体的に書き出し、単元の中で「いつ」「何を」「どのように」

指導するのかを考えて、計画を立てる。 

 ③ 「イメージ言葉」の予想 

   直接的指導場面で、「技能のこつやポイント」（「技能の視点」）等について、共有する

際の言葉を、児童にとってイメージしやすい言葉で考えておく。 

 ④ 学習計画と評価計画の作成 

 ⑤ １単位時間の中での直接的指導を行う場面の設定と実践 

 ⑥ 児童の実態を踏まえ、次時の直接的指導についての再検討・修正 

〈基本的な技の学習〉 

○安定した前転 

○開脚前転 

○安定した後転 

○安定した壁倒立 

○頭倒立 

○ブリ ッジ  

〈発展技の学習〉 

○倒立ブリ ッジ  

○安定した横跳び越し  

〈基本的な技の学習〉 

○大きな前転 

○開脚後転 

○補助倒立 

○側方倒立回転 

〈発展技の学習〉 

○倒立前転、跳び前転 

○伸膝後転 

○倒立 

○ロンダート  
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  【手順②③】 直接的指導ポイントの整理と、イメージ言葉の予想 

   身に付けさせたい学習内容と児童の実態から、本単元で指導する「技能のこつやポイント」

（マット運動領域の「技能の視点」）等をより具体的に書き出し、単元の中で「いつ」「何

を」指導するのかを考えて、計画を立てた。直接的指導場面で、「技能のこつやポイント」

等について、共有する際の言葉を、児童にとってイメージしやすい言葉で考えた。 

  【手順④】 学習計画と評価計画の作成 

   直接的指導のポイントを整理した上で、学習計画と評価計画を作成した。単元全体を通し

て｢より大きく美しい動きを身に付けること｣に指導の重点を置き、第１時で倒立についての

直接的指導を計画した上で、第５時に側方倒立回転を指導することで技能の習得を図ってい

った。評価に関しては１単位時間に評価する項目を明確にしながら、毎時間確実な見取りが

できるよう計画を立てた。 
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 【手順⑤】 １単位時間の中での直接的指導を行う場面の設定と実践（５時間目） 

過程 学 習 活 動 教師の指導・支援 

導
入 

1 あいさつ・準備運動 

2 スイッチオンタイム 

3 場や用具の準備 

 

4 自分のめあての確認 

 

 

 

5 学習課題をつかむ 

 

6 グループ毎に練習す

る。 

 

★直接的指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 次の場へ移動し練習

する。 

 

 

   

 

8 ふり返りタイム 

9  整理運動 

10 後片付け 

 

 

  本時の直接的指導場面では、学習のめあてを「側方倒立回転のこつやポイントを見つけよう」

と児童に提示した。初めの練習時間でグループごとに練習した後、大きく美しく側方倒立回転

ができている児童の動画を使い、こつやポイントを確認した。「マットに着く手や姿勢」に焦

点を当てることで、見ていた児童からは、「大きく美しく見せるために『ひざをピンと伸ばし』

て、『あごを前』に出している。」という気付きが出てきた。「ひざピンッ」「あご前」とい

うイメージ言葉を活用することで、こつやポイントの共有化を図っていった。 

 【手順⑥】 児童の「実態」を踏まえた、次時の直接的指導についての再検討・修正 

  授業をふり返り、現時点での児童の実態を踏まえて、次時の直接的指導について再検討・修正

を行っていった。本実践では次時も学習計画通りの内容で指導を行った。 

「学び方」について知らせる。 

～安全面・楽しく交流すること・めあての確認など～ 

側方倒立回転のこつやポイントを見つけ、大きく美しく回ることができる。 

課題解決の情報（技能のこつ・ポイント 等）を、児童

から引き出し、共有化する。 

※児童がつまずいている課題について、授業の終末で解

決の情報を伝えるのではなく、展開の途中に情報を共

有する場面を設定した。 

イメージ言葉「ひざピンッ」「あご前」 

友だちからの良いアドバイスを紹介したり、友だちの困

り感を一緒に解決したりして学びを共有する。 

・側方倒立回転をして

いる児童の動画をみ

んなで見る。 

・「マットに着く手や

姿勢」という見る視

点を与え、「技能の

こつやポイント」を、

見ていた児童から引

き出し、共有化する。 

導 

入 

展 

開 

整
理 

ひざがピン

と伸びてい

るね。 

あごが前に

出ているよ。 

気付いたことを友だ

ちと話し合いましょ

う。 

手の着き方や姿勢はど

うなっていますか？ 


